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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】設計製図
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

高橋 秀夫
石澤 静雄
安田 一美
黒瀬 雅詞
重松 洋一
小川 侑一

【授業目標・教育方針】
機構学、材料力学、機械設計法などで学んだことを、具体的な設計課題に適用するために３つの設計製図課題を用意
した。それぞれの班が 1 つの課題を選択することによる少人数のマンツーマン教育を行う。

【授業概要】
(1) 歯車減速機の設計製図　　　　安田、黒瀬　担当
具体的な設計対象として歯車減速機を取り上げ、設計に必要な計算手法をプログラム化していく作業を通じて、機構
学や材料力学の理解を深めるとともに設計センスを養う。
(2) 小型ガソリン機関の設計製図　　　石澤、　高橋　　担当
小型ガソリン機関の動作を理解し、熱力学、材料力学、工業力学等の基礎科目がエンジンの設計にいかにかかわって
いるかを実際に体験することにより、これら機械工学の基礎科目の実際的な応用力を養う。
(3) 直交座標型搬送ロボットの設計製図　　重松、小川　　担当
機械製造工程において加工部品などの搬送のために産業用ロボットが利用されている。このテーマでは（１）部品を
把持するためのロボットハンド部の設計、（２）ハンドで把持した部品を搬送するための機構の設計、（３）設計書の
作成、（４）組み立て図や各部品の製作図の作成に順に直交座標型搬送ロボットの設計製図を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
それぞれの課題により異なる。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
それぞれの課題により異なる。

【成績評価方法】
［前期］授業中の課題への取り込み方　４０％
［後期］提出物の提出期限、およびその内容　６０％

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：設計製図）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 30 回 研究室の教官により指示された
課題による。

教官の指示による。
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